


平成３１年度第 1回図書館協議会 

協議事項（１） 

 

 

図書館のあり方の検討について 

「① 開館時間（案）」「② 貸出数及び貸出期間（案）」 

 

平成３０年４月から財政健全化の一環として、今後の図書館サービス水準及び蔵書規

模のあり方を検討しております。 

①開館時間②利用規則（貸出数及び貸出期間）については、平成３０年１２月４日か

ら試行を開始しました。平成３１年４月にアンケートを実施し、利用者の意見・要望を

まとめました（別添資料のとおり）。アンケート結果を受けて今後の実施案を作成しま

したので、ご検討ください。 

 

① 開館時間  

～Ｈ３０ 火曜日～土曜日 午後７時閉館  日曜日・祝日 午後５時閉館 

試行 火曜日 午後７時閉館  水曜日～日曜日・祝日 午後５時閉館 

 

アンケート結果 

（問１）重視すること  ア 資料数の充実 70.4% 

（問２）夜間開館の回数 ア 適当である 53.6% 

（問３）夜間開館の曜日 ア 適当である 55.0% 

（問４）夜間開館の時間 ア 適当である 62.1% 

 

（案１）火曜日 午後７時閉館 水～日曜日・祝日 午後５時閉館 

メリット 

・学校や職場帰りに利用できる。 

・夜間警備委託費用及び夜間光熱水費の削減（８時間減、案２より３時間減）になる。 

・利用者が集中して来館することになる。 

デメリット 

・開館時間が分かりづらい。 

 ・都合の良い曜日に利用ができない。 

  

（案２）火曜日～土曜日 午後６時閉館 日・祝日 午後５時閉館 

メリット 

・開館時間が一律で利用者にわかりやすい。 

・夜間警備委託費用及び夜間光熱水費の削減（５時間減）になる。 

デメリット 

・職場帰りに利用できない。 

・利用者が分散して来館することになる。 
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② 貸出冊数及び貸出期間 

 貸出冊数・貸出期間 

 
図書 視聴覚 

市内 市外 市内 市外 

現行 10 冊 3 週間 5 冊 3 週間 3 点 1 週間 2 点 1 週間 

試行 15 冊 3 週間 10 冊 3 週間 5 点 1 週間 3 点 1 週間 

   

図書の貸出冊数は試行案（市内 15 冊・市外 10 冊）としたい。 

視聴覚資料の貸出点数は試行案（市内 5 点・市外 3 点）としたい。 

図書の貸出期間は３週間としたい。 

視聴覚資料の貸出期間は１週間としたい。 

理由 

（問５）図書の貸出冊数     ア 適当である 77.8% 

（問６）視聴覚資料の貸出点数  ア 適当である 72.8% 

（問７）図書の貸出期間     ア 適当である 85.6% 

（問８）視聴覚資料の貸出期間  ア 適当である 63.2% 

 

予約できる件数                

現行 
図書 視聴覚 

3 週間 1 週間 

試行 2 週間 1 週間 

予約待ちあり資料の貸出期間 

現行 
図書 視聴覚 

10 冊 3 点 

試行 貸出冊数（点）にあわせる 

 

  

予約件数は試行案（図書 15 冊・視聴覚資料 5 点）としたい。 

予約待ちあり資料の貸出期間は（図書 2 週間・視聴覚資料 1 週間）としたい。 

 理由 

（問９）図書の予約件数       ア 適当である 60.8% 

（問１０）視聴覚資料の予約件数   ア 適当である 58.4% 

（問１１）予約待ち図書の貸出期間  ア 適当である 60.4% 


